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看護分野 にお け る研究 に望 まれ ること

弘前大学医学部産婦人科学教室教授

品  川   信 良

皆様に配布されていますプリントを,あ ちこち読みながら,お 話しさせていただきます。このプリン

トのもっと詳しいことは,既 に「看護教育」の19巻1978年の6月号と7月号に2年前に載っていますの

で,ど うぞお疲れの方は失ネしですが,お やすみになって結構でございます。後でそちらをお読みいただ

ければよろしいかと思います。

それでは第1ページをお開きいただきたいと思います。

私はどちらかというと医学者でありますので,医学サイド又はドクターサイドの事が話しの中心にな

ると思いますが,そ れをできましたらナースあるいは保健婦 ・助産婦 。公衆衛生,な どの方に置き換え

てお聞きいただければ幸いです。

まず第一に私がお話ししたい事は,医 学や医療 ・看護などにおける研究の目的や動機は何なのか,す

なわち,なぜ研究をするのか,た ぃうことを考えてみたいと思います。

研究という意味のことを英語では,reSearchといいます。辞書を見ますと researchというのは,

「事実を もそ蕎舗こ名に探す」とか「scientificに物事を調査する」というような意味のようです。

これが日本ではどういう訳か「研究」という,非 常に難しい漢字をあてはめられました。この,研究と

いう言葉が日本ではいつ頃から使われたものか調べたことがあるんですが,明 治時代の人はあまり研究

という言葉を使っていない。明治時代の東京大学 ・京都大学などの医学論文では,研究という言葉は使

っていません。「ナニナニについて」そうでなければ「ナニナニに関する調査」あるいは「ナニナニに

関する試験」といった具合で,「研究」という言葉が出始めたのは,大 正初めの頃からのようです。も

っと詳しく調べると明治37～38年頃だ,と いうような事が出てくるかもしれませんが,と もかくも,こ

の「研究」という言葉がうるさく使われだしたのは近年でして,明治の人達は「ナニナニについて」と

いう程度に,き わめて自然な表現をしていたようです。私も,大 げさに研究というよりは,「 ナニナニ

について」といった方がよろしいんじゃないかと思っています。

我々の研究というのは,い ろいろな目的で行われると思いますが,今 ここに1か ら7までを並べてみ

ました。その順序は番号の若い程上品な,純粋な動機,番号のあと程不純な,現実的な動機,と いっても

よいかと思います。なお大変恐縮ですが,大 半の方は6か 7の動機で研究をしているかと思います。御

参考までに読んでみます。

1.病 気や災害から人びとを守り,人間の生活をもっと安全に豊かにしたいという人類愛
……・tど

うしたら,病 人や妊産婦 。子どもなんかをもっと楽にしてあげられるだろうか
"と

いうことが動機にな

っている場合です。

これは非常に純枠ないい動機ですが,こ ういう人は昔から殆どいませんでした。なにか成功してから,

あとから「こういう純粋な動機であった」と作り:話で伝えられることが多いのです。野口英世とかエド

ワード・ジェンナー,パ ストゥール,あの人達は非常に純粋な動機で研究して大発見をされた,と 伝記
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では伝わっておりますが,真 相は必ずしもそうではない らしいです。       '

2.自 然界の現象に対する疑問0好 奇心や自然愛 …・・・こうい うようなものが動機になっている場合

もかなりあろうかと思います。これもかなり純粋な動機です。

3.自 分の自然観0人 生観をもっと確立したいという哲学的な欲求
…・・°こういう動機から研究する

人 も世の中にはあります。 ドイツなんかには,昔 からこうい う人が多かった。

4。 ともかくも,絶 えず何かをせずにはおられない,と いう
"道

楽
"に

も近い動機
・・・・例えば植木

鉢にいろんなものを植えて盆栽を楽 しんだり,金 魚を殖やしてみたり,朝 がおを咲かせてみたり,菊 を

作ってみたりするのと,大 差はありません。

5.実 用的 ・実利的なものや手段を得たいという熱望 ……・なにか役立つものはないか,も う少し金

もうけにつながるようなことはないか。アメリカに行くと,こ ういう研究をしている人が多いのです。

6,有 名になりたい,あ る地位や資格や,よ り多くの収入を得たt とヽいぅ人間的な野心
……・大半の

方は,こ れで研究しているのではないか,と 口の悪い人はい うわけです。

7.保 身,卒 業,上 役の機嫌とりなどの人間的な本能・・・・・何かやらないと医局に長くおれない,卒

論を書かないと卒業できない,学 会で何か発表しないと教授にニラまれる。

大半の場合は先程からいってますように,6か 7の理由で研究しているわけです。しかし私は,そ れ

でいいんじゃないかと思います。先程いいましたように,野 口英世とかルイ ・パストゥエルなどの話が,

もし本当であったとしても,そ れは例外であって,大 半は6か 7の 不純な動機でやっているうちに,だ

んだんおもしろくなって,い つの間にか3に なり2に なり,1に 昇格していった,と 私は考えています。

従って,研 究の動機というのは最初は決 していろんな伝記 ものにあるように,純 粋な動機でなく,極 め

て不純な動機で出発 しても一向にかまわないんじゃないか。ただし最後まで不純では困る。やっぱり途

中から佳境に入ってきたらAufhebenさ れて,純 粋なあるいは純粋に近い動機でいろいろ仕事をするよ

うになっていただきたい,と い う風に考えています。

先程私は,研 究とい う言葉が非常に難しい言葉であるとお話いたしましたが,私 は学生なんかによく

話すのですが,本 当のプロの,研 究を業とするような研究者とい うものは,そ んなに沢山はい らないん

だ。しか しながら「研究心 」とい うものはどんな人にでもある程度は必要だ,と い うことです。このこ

とは,本 国お集まりのみなさんにも是非お願いしたい所です。

ここに書いてある通 り読みますと,プ ロの研究者は,そ んなに沢山はいらない。しかし「研究心 」は

誰にでも必要である。医療や看護の領域についてい うならば,医 師は勿論のこと,看 護婦,助 産婦,保

健婦 ……・,掃 除の小母さんやボイラーの小父さんなどにも,実 は研究心は必要である。

このへんの人の研究心というのが,非 常に日本人には乏しい。例えば,掃 除の小母さんなんかは,今

にも死にそうな患者 さんがいても,そ れには関係なく,ブ ンブン音をたてながら病室や廊下を掃除しま

す。それでょぃのでしょうか。私はよく考えるんですが,病 院とぃ うのはあういう電気掃除機でなく,

中央で操作できる,音 のしない掃除機のようなものを開発すべきではないでしょうか。現在病院で使わ

れている掃除機は,非 常にうるさい。 このへんにも看護研究のテーマは,い くらも転がっているんです

が,誰 もやろうとはしません。

ボイラーの小父さんの話も致しましょう。例えば弘前なんかでは:12月 になるとかなり寒いんです。

11月の末頃もかなり寒い。ところが例えば,文 部省とか大学の事務部とかの命令かなんかで,12月 1日

から4月 10日まで暖房を入れろといわれると,11月 にぃ くら寒い日があっても暖房は入らない。しかし
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3月 や4月‐
に入って,い くら暑 くても暖房は入る`室 温の調節が難しくなると,看 護婦さん方は,窓 を

開けて暖房を通している。そういう事が実際にあるのです。こうい う事を一体どうしたらよいか,こ の

べんの事は,事 務官にも研究心がないからです。掃除の小母さんやボイラーの小父さんにも,職 人気質

のようなものを持って,自 分の仕事は最高の仕事,こ の仕事に関しては事務局長 ・学部長 ・学長にも一

言も文句はいわせない,と い うような研究心を持った」ヽ父さんや小母さんがたくさん出てくれることを

私は望んでいるわけです。

次に,(い ゎゅる )研究に際して,ま ず大切なことは何か, とい うことについてお話します。

これはやはり何を研究の課題にするか,と いうことが非常に重大な分れ道になります。例えば医学会

では,「 あの人は癌の研究をしなければもっと成功したであろうに」とよくいわれます。癌とい う病気

は非常に難しい。特に癌を化学の面から研究するとい う事は,非 常に難しい。癌の化学で成功した人は,

昔から殆どいない。これに対し癌の病理で成功した人は,た くさんいます。あるいは癌の手術で,放 射

線治療で成功した人 もいるが,癌 の化学的研究で成功した人は殆どいないといわれています。

それで,研 究課題によってその人の生涯が決まってしまう。スポーツ選手でも同じようなことがいわ

れている。あの人が野球をやらないで柔道をゃったら相当いいところまでいったであろうに。あの人が

柔道をやらないで水泳をやったらもっと世界的に有名になったろうに。などといわれている人が,色 々

おります。それと同じように,大 切な事は,研 究テーマの選定であると私は考えます。      , ,

ところで,若 いうらは,夢 のあるテーマを選ぶことが大切じゃないかと思います。あまり若い時か ら

こうやればこうなって,こ うなるとわかっているテーマでなく。しかしながら現実の社会は非常に厳し

く,若 い人がいろんな夢をもってもそ呼 を理解したり,夢 を支持して応援してくれるような指導者や実

力者はなかなか得られない。非常に少ない。ここで若い研究者は非常にしばしば,絶望感と挫折感に取 り

付かれるわけです。

ところで,人 間にはそれぞれ能力の限界がございます。与えられたチャンスにも限界があります。従

つて,い くら力んでみたところで自分の能力とかおよれた立場 。おかれた環境以上の研究とい うものは

出来ません。従って,我 々は自分の能力や環境の範囲内で出来る事を,出 来るテーマを探すことが必要

だと思います。しかしながら,そ ういって諦めてしまったのではつまらない。できるだけ自分の能力を

開発する努力,そ れから自分の研究する立場 ・環境これを拡大する努力,こ れはできるだけ早く,特 に

若い うちに自分の研究能力の開発や研究の場の拡充とい うことで, もっともっと努力する必要がありま

しょう。

例えば,若 いときはあまり銀行に貯金なんかをしないで頭に貯金をする,心 に貯金する,と いうこと

が大切でしょう。ぉ金があったら,積 極的にいろんな所に旅行したり,い ろんな所を見て歩いたり,あ

るいは普通の人が知 らない語学を勉強したり,人 の持っていないような珍 しい ものを買って読んだり

する努力が必要だと思います。それに反し,与 えられた図書費の中でしか本は買わない。大学の図書室

にある本でしか勉強しない。自分の財布からはびた一文 も使わない。教官旅費の範囲でしか旅行はしな

い。というのではいけない。借金してでも若いうちは: アメリカに行って来たり,ス ウェーデンの端つ

こまで行ってみたりするような冒険心 ・好奇心が必要だと私は思います`

そこで1つ ,付 録として,日 本人が一般に選びたがる研究にはどんなものがあるかをお話してみまし

ょう。

1つ は,欧 米の追試です。
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アメリカ人ゃョーロッパ人がやった事だと日本人は安心してその後をやる。中近東の産油国に対する

態度と同じ。右 ・左を見て,ア メリカの方針とかイギリスの方針とかを見まわしてから動 き出す。研究

もあれと同じです。欧米の追試が多い。欧米人と同じ結果が出るとヤレャレと安心する。違った結果が

出ると非常なショックを受ける。どこかが違ったのではないか。欧米人が間違っているはずがない,と 。

それから,は じめから大体の結果がわかっているような研究しかしない人。そういうのはやらなくて

もよいのですが,そ ういう研究をやっている人が非常に多い。

それから,重 箱の隅をはっくじるような研究。これが日本の研究には非常に多い。少なくとも,外 国

の医学界では,そ ういわれている。しかしながら,日 本人にはいろいろな特徴がありまして,重 箱の隅

をはじくるような事をとことんまでやる才能,こ れは日本人は非常にす ぐれている。アメリカ人,イ ギ

リス人, ドイツ人などは,非 常にしばしば,「 日本人的努力 」とい う表現をしている。「日本人的努力

の賜物である」とい うふうに。

ところで,只 今は医学界の研究の悪口をいいましたが,看 護界の研究といいますか,看 護界の方々が

お書 きになられたものに対する私の卒直な印象を述べますと,非 常に抽象的,観 念的,時 には政治的な

ものが多い。これは非常に大きな特徴だと思います。

それからアンケー ト調査,と いうのが非常に多い。これを私は悪いとはいわないが,多 いことは事実

です。また,ア メリカの制度やアメリカ人の考え方の紹介。これが非常に多いのも特徴かと思います。

御承知のように,医 療とか看護とかいうものは,人 間が頭の中で考えるものではなくて,社 会に対する

人間の一つの適応 adap ta tilonとして生まれてくるべきものであります6か くあるべしとい うような

ものではない。自分たちの住んでいる conllnun i tyやsociety,時 には数百万の人や数千年の歴史

に根差 しているものだと私は思います。その間にあって,外 国のすぐれたものを参考にする,と い うこ

とは非常にしばしば必要ですが,そ れをそっくり移植するとい う
.こ

とは非常に難 しいんじゃないか,と

私は考えます。その一番良い例といいますか,悪 い例の1つ がインターン制度だったと思います。アメ

リカなんかに行きますと,医 学部を卒業した医師は, 1年間あるいはそれ以上は病院の中や病院 のすぐ

隣りに住みこんで実習します。いつくるかわからない救急患者,い つはじまるかわか らないお産。こう

い うようなものを勉強しなければ医師にはなれません。従って,そ のためにアメリカの国や社会は,イ

ンターン生に対する宿舎を作り,食 事を与え,小 使いをくれて,医 師を養成 しているわけです。一般に,

卒後の医師の養成のために大体国や病院がかかる予算は,卒 前の学生 1人 に対するのと同じくらいとい

われています。ところがこのお金を一文 もかけないで日本では1946年からインターン制度を強行 したわ

けです。すなわち,下 宿から通わせ,下 宿代,食 事代はインターン生に負担させ,お 小使い もくれない

インターン制度。この責任はいったいどの辺にあるのか。私はその当時の厚生大臣などのお名前などを

よく知っていますが,い くら財政的に苦 しかったからといっても,あ る種の責任のようなものは,間 わ

れて もよいのではないかと私は思います。

Ⅳ 研 究 と独 創 性

本格的な研究には独創性というものが非常に強 く要求されます。ただし original独創性ということは,

プロの研究者に要求されるものであります。現在一般に看護系のあるいは医学系の大学のカリキュラム

なんかにうたわれている「研究 」とい う時間には,私 はそこまでは要求しなくてもいいんじゃないか,

と思います。学生がやっている研究は, Originalの研究ではありません。研究の真似ごと,あ るいは

研究のレッスンです。ピアノのパイエルやCzernyの ようなものと解釈すればよいと思います。あの場
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合には,必 ずしも独創性を強 く要求する必要はないと思います。

それからVの話に入りますが,研 究には,厳 密にいいますと,「 前向きの研究 」と「後向きの研究 」

とがあります。前向きに,こ れこれの計画でこれから何年間かこれをやろうという研究。例えば,ア メ

リカが月ロケットを計画したアポロ計画,あ れは前向きの研究です。これに対して,卒 論を書かないと

いけないがすぐに使えるデーターはない。昨年とおととしの病歴をひっくり返してデーターを出そう,

というようなのが後向きの研究であります。勿論,こ の後向きの研究からいろいろ重大な ヒントが出て,

前向きに進んでいって大きな成果を収めたという例はたくさんあるわけです。しかし一般的にいって,

研究でより価値が大 きいのは,前 向きの研究であるということを私は強調しておきたいと思います。日

本の医学界などの研究には前向きの研究が少なくて,ど ちらかというと後向きの研究が多い。外国には,

例えばここで俺は死ぬからそのあとは息引こやって もらう,と いうような2代 ・3代続 きの研究家系と

いうのがよくございます。日本は,「 来年のことをいったら鬼が笑う」 という諺などもある国でして,

そういう長期的な研究は育ちにくい国です。何しろ,こ れだけめまぐるしい四季の国ですから,非 常に

せっかちなんです。長い長期的研究が日本では育ちにくい。それに日本は,非 常に学会などいろんな研

究会が多い国です。多いからこそ, こうして皆さんにお目にかかれたわけですが。

それはそうと,後 向きのあまり時間をかけない短期的な研究が非常に多い。そこで皆様にお願いした

いことは, 1つ か 2つ は,数 年がかりの大きな研究 もやっていただきたい,と いうことです。

Ⅵ 研 究 に推 進 に必要 な諸 条 件 につ い て

ここにあげました諸条件は,実 は私の意見ではありません。大半は,ハ ンスセリーとい う人の もので

す。私は1974年,パ リーの ソルボンヌ大学で行われた国際会議に出席し,ハ ンスセリーという人と1週

間,同 じホテルに泊まり毎日,朝 から晩までおつきあい したことがあります。セリーという人は,ス ト

レス学説をとなえた有名な方ですが,彼 との対話を通じて得た,研 究に必要な諸条件を次にあげてみま

す。

1.あ る程度以上の余暇と心のゆとり

あまり忙しすぎると研究はできない。あまりlltしい人は,研 究をしない方がはじめからいい。むしろ,

体養をとった方がよい。

2.最 少限度の研究費,研 究機器,人 手 ,空間など

3.助 言者,指 導者,と きには痛烈な批判者

「何をそんなくだらないことをやって」などといわれると人間はカチンと来る。「何を今にみていろ」

「―泡吹かしてやるぞ」ということになるが,時 には,こ れが非常に必要ではないかと思います。

4.生 活に余り満ち足りていないこと

優雅な生活をしている人は,研 究にむかない。研究にむくのは,中 産階級の人であって,上 流階級の

人には向かない。また,あ まり下層階級でもうまくない。僕のような中産階級の,そ れも「下」ぐらい

のところがいい。

5。 発表の場

昔から研究者を圧迫するために使われてきた手段の1つ です。好ましくない研究には発表の場を与え

ない。例えば,地 球は太陽の周りを周っている「とい う学説を出した人は宗教裁半1にかかり,そ の学説

を発表できなかった。「地球は宇宙の中心である。太陽が地球の周りを周っている」と音の教会は教え
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ていた。この教会の教えに反したり,大 先生の意見に反したり,あ るいは社会の安寧秩序を著しく侵害

すると考えられる研究には,発 表の場が昔から仲 与々えられなかった。現在でも投稿してもボツになる

とい うことがょくあるo私 なんか新間によく投稿するが,私 が現代社会を批評して投稿した原稿が某新

聞などには載ったためしがない。余程私の意見は正しいんだな,と 私は,不 採用になるたびにいつ も思

っている。

しかし研究者には,発 表の場がどうしても必要である。そこで「言論の自由」が叫ばれ,新 しい学会

や雑誌がどんどんふえる,と い う結果になるわけです。

Ⅶ  研 究 の推 進 に好 ま しい 因子 と好 ま し くな い 因 子

これ もハンスセリー氏の考え方ですが,彼 は好ましい因子として,次 のようなことをいっていました。

1.研 究の主眼ないしは問題点をできるだけはっきり形作ること

何をやろうとしているのか,で きるだけ焦点をしぼる。そのうち,や っているうちに何とかなるだろ

う,というのでまいけない。やっているうちに何とかなるだろうとか,先 生が最後にまとめてくれるだろう,

とい うのが多いようですが。

2.自 分のアイデ イアや考えを,他 人と研究に先立ってできるだけ徹底的にデイスカッションする

討議する。

私はこういうふうにして, こうゃってみたぃんだがとい う計画を,い ろんな人と議論してみることが

大切です。

3.研 究経過をいちいち刻明にメモすること

絶対に忘れない,と 思っていた事でも人間は忘れがらなものです。絶えずノートのようなものにメモ

する。そのメモはサインペンとか,ボ ールペンとかい うものではなくて,で きるだけBよ りもっと柔 ら

かい鉛筆で書くのが非常にいい,と 昔からいわれています。

4.先 入観にとらわれすぎない

ある程度先入観をもたないと,研 究ははじまらない。こうしたらああなるだろう,と いう仮説をたて

るのは結構ですが,こ れにあまりこだわりすぎないことが大切です。よくみてい ると予想と反 したもの

は何かの間違いだといって切 り捨て,自 分の予想にあった都合のいいデーターだけを集めている人があ

りますが,こ うい う実験などは,は じめからしない方がよい。

,  5.連 想の輪を繰りひろげてゆく

何か1つ の事からその先を考えること。次々考える習慣をつける。これは非常に大事なことである。

連想の輪をひろげる。

例えば,昆 虫について,世 界のどこかである発見が行われたとする。それを読んだら,哺 茅L動物では

どうか,魚 ではどうか,人 間ではどうかと。次々少し違ったものについても,同 じようなことはないか

と考えていく。

6.ほ どほどの功名心をもつ

有名になりたい。金持ちになりたいなどと,ほ どはどの功名心をもつことも大切である。これがあま

りなさすぎても困る。

好ましくない因子

1.個 人的 ・家庭的悩み

2 騒 音                                  '
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うるさくては研究はできない。

3 過 労や睡眠不足

4 焦 りや他の研究者に対する嫉妬心

誰かが研究費をもらった。あの人が有名になった,新 聞に

る。更には,積 極的にその人の研究を邪魔する人 もいる。

5.過 度の趣味0道 楽 (時には当人が多才すぎること)

でたなどとい うと,や きもちをやく人がい

あまり趣味や道楽の多い人や,あまりにいろんな才能のある人は,研究にむかない。むしろったった

1つ しか才能のない人が,研 究にはむく。

6.強 すぎる功名心                        ヽ

7 体 を動かすことを億却 (お っくう)が る人

こうい う人は研究にむかない。腰の軽い人がよい。

Ⅷ  研 究 者 の資格

これは先程いったことと関連しますが,研 究心を持つことは誰にでも許されるが,プ ロの研究者や学

会員になるということは,誰 にでもできるわけではない。例えば,学 生がきちんとした学会の会員にな

れるか,と いうとダメです。卒業 して何年かたたないとなれない学会がたくさんある。それから,特 定

の資格を必要とするところもございます。特に化学,物 理,生 物,国 語,外 国語,論 理などの基礎学力

と,一 定以上の学歴や研究歴などを要求される場合がある。正式の学会ではこのことが多い。

X 翻 訳 や 解説 は,厳 密 に い え ば研 究 で は な い

これは,非 常に難しいことです。日本の場合特に難しい。翻訳や解説は,厳 密にいえば研究ではあり

ません。

これを研究と勘違いしている人が,日 本には非常に多い。翻訳などをすることは,研 究の序論や直接

の動機にはなりうるが,し かしながら研究そのものではない。「研究 」には著者自身の体験や成績が,

必ず盛 りこまれてぃなければならない。臨床であれば,自 分で実際の患者さんについて体験したとい う

ようなことがなければ研究とはいえない。

プロの研究者にとって大切なのは,原 著論文である。原著論文とい うものには,非 常に堅苦しいまで

の一定のスタイルのようなものが昔からある。何でも書きさえすればよいというようなものでもない。

X 原 著 論 文 が備 え るべ き一 応 の ス タイ ル

テキストにお示ししましたような10～11の項目を備えることが必要であります。

まず第 1は ,何 故こういう研究を行うようになったか,と いう研究の動機のようなものに関するいと

ぐら,緒言 ,introduc tion。 こ れが簡単に書かれる必要がある。

第 2番 目には,こ の研究の目的をもう少し具体的に,に つめて書く必要がある。

第 3番 目には,こ の研究に使用した資料 ・材料または研究対象というものを明示する必要がある。

第 4番 目には,研 究方法について書く必要がある。この方法については,す でに確立した方法がある

場合は,血 液は何 ccとって, な んてそんなところまで詳しく書く必要は勿論ない。誰それのどうい う

方法で行った,と い うだけで十分である。しかしながら,学 生に対する教育の一貫として行 う研究の場

合には,学 生のためにいちいちくどいようでも, もう二度書かせた方がかえって学生のためになるでし

四大学看護学研究会雑誌Vo1 4‐ る 1 1981



看護分野における研究に望まれること

よ つ。

第 5番 目が,研 究成績。

決して,立 派な文章で書く必要はない。適当に図や表を使いながら,で きるだけ簡潔に書く必要があ

る。蛇足ですが,一 般に自然科学系の人の文章とぃぅのは,非 常に悪文が多い。これは日本だけでなく,

アメリカに行ってもお医者さんの英語は,英 語でないと悪口をい う人がある。このためか,ア メリカの

医学部で一番教えるのは何かというと英語なんです。 ドイツに行っても, ドィツのお医者さんの ドイツ

語は, ドイツ語ではない。お医者さんとか自然科学系の人は,非 常に文章がいい加減である。日本でも,

お医者さんの書いた日本語は,非 常にいい加減。従って,い い加減な日本語を使う先生から教わった人

は,い い加減な日本語を使 う,と い うことになりかねない。非常に大事な事は,自 分だけはわかるが,

人が読むと,何 回読みかえして もお経のようにわからない日本語を書かないように努力することです。

そのために,非 常に具体的に大切なことは,こ れを英語で書 くとしたらどうい うふうに書くだろうかと

い う事を時 考々えてみることです。英語に誰かがすぐ訳せるような日本語が,い い日本語です。しかし

現実には,俳 句か川柳みたいな日本語を書いている人が非常に多いのです。私などもその1人 です。す

なわら,主 語 ・述語 。目的語をはっきり書く。日本語の 1う の特徴は,主 語を省略するところである。

自分がこれを英語に訳させ られたら困らないだろうか,と い う事を頭においてお書きになられる事を

あるいは学生に書かせ られる事をおすすめします。

第 6番 目は,考 按またはコメント

考按とい う難 しい 日本語がどうして出てきたのかよくわからないが,そ の問題について昔の人はどう

いうふうに考えていたか,し かしながら自分の成績とどこが一致し,ど こが一致 しえないか。将来の見

通しはどうであるか,と い うょうな関連事項を書 くのが考按でして,英 語ではcomentと かdiscussion

といわれています。

それから全体に対する総括またはまとめのようなものを書 く。そして,も し結論が出るようであった

ら結論 も書く。総括は書けるが,結 論は書けない,と いう事がよくある。結論が出る研究とい うのはあ

まりない。例えば,地 球は青かった。これは一つの結論。ここまでは人工衛星にでも乗って,地 球を周

ってみない限り,な かなかいえない。結論までは,な かなか普通の短期間の研究では到達できない事が

多い。従って,普 通の研究は7番 のまとめまたは総括というところで終わるわけですが,出 来る事なら

同じ研究をずっと長く続けて,結 論を出すところまで到達 したい ものだ,と 思います。

それから,こ の研究に関するいろんな謝辞のょうなものを書く習慣がある。この謝辞も,非 常に日本

の謝辞には大げさなものがある。毎日鼻つきあわせている人に対 して,「 鳴謝 」すなわち「泣いて感謝

する」などとい うのがよくあるが,あ あいう大げさなものはい らない。ここで是非感謝しなければいけ

ない ものは,自 分と部局を異にしているが,自 分の研究にお手伝をしてくれた人とか,自 分と一緒に研

究をやっているが,い ろんな都合で研究発表者の中に名前を連ねない人がある。そうい う人の名前が謝

辞のところに出てくるのは美わしい。「御協力頂いた川上澄先生に感謝します」とお書きになるのがよ

ろしい。それからもう1つ 。非常に現実的な話ですが,文 部省とか厚生省などからお金をもらって研究

をしたようなときには,こ こに書かないといけない。書かないとその次からもらいにくくなる。

その次は,文 献

参考にした本 を書く。この文献の書き方とい うのは,非 常に難 し 。ヽ各雑誌によって,本 によって書

き方のスタイルが千差万別。この文献の書き方に関する国際会議というのまである。昨年 カナダで行わ

れた。文献の書き方を統一しようという国際会議です。
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それから11番目は,英 文抄録。

日本語の論文とい うのは,な かなか外国では読まれない,と い うので自分の行った研究の内容の要旨

を英語 。その他の外国語に訳してくっつける,と いう習慣がございます。これに対しては賛否あい半ば

しておりますが,そ の雑誌が要求する場合には必要だとい うことです。

X 医 学 や看 護 の世 界 で の 「良 い研 究 」とは ど うい う研 究 な の か。

これは私の現実的な希望なのですが,で きるならば病気の予防,診 断,看 護,助 産,診 療の介助,社

会復帰,リ ハビリテーションなどの改善に役立つ ものである事が,私 は望ましいと思います。これが直

接役立つものであればあるほど私はいいと思います。いつの日にか役立つ,と い うような宏遠な研究,

それも確かに必要です。大学という所は,ど ういう人を養成するところか,と きかれると私は卒業して

から数年間,然 るべき協力をすれば一人前になれる人を養成するところが大学である,と い うふうに答

えることに昔からしておりますが,従 って,大 学を出てすぐ役立つとい う事が必ずしも大学の本当の目

的ではないと思います。しかしながら,研 究に関する限りはすぐ役立つ研究の方がいつの日にか誰かが

その先をやって役立つかもしれない,と いう研究よりはいいんじゃないかと思います。

それか ら非常に重要な事は,研 究発表論文というのは,短 いほどよい,と いうことです。長いほどよ

い,と 思っている人が多いようですが,そ れは逆です。短いほどよいのです。たった1ペ ージでノーベ

ル賞をもらった人もいます。最近の1例 を紹介しますと,試 験管ベィビーの成功例に関する最初の論文

も,わ ずか 4分 の3ペ ージのものでした。あの研究がスバラシイ研究だとは必ずしも私は考えませんが,

ともか くもあれだけ世の中を驚かせた論文も僅か 1ペ ージたらずでした。

最後に私は,私 の持論の1つ を紹介して,じ めくくりにしたいと思います。

それは,看 護教育とか看護とか,更 には看護系教官の養成などとい うことは,特 に日本の場合,そ れ

だけの問題として考えても駄日ではないかということです。「日本の婦人間題の 1つ ,と して も把える

必要がある」と私は考えるのですが,い かがなものでしょうか。

日本における婦人の問題全般が一方で解決されていかなければ,非 常に多 くの女の方々が従事 してい

る看護系の問題は,根 本的には解決しないのではないか,と 私は思います。日本の女性は,自 人の女性

に比べていろいろ能力,そ の他社会的活動に少し欠けるところがあるのではないか,と い う意見がCざ

います。現実の姿は,そ ういう事をいわれても致し方がないのか も知れません。しかし私はいつ も,世

界で一番長い小説を今から千年以上も前に書いた人がいる。源氏物語を書いた紫式部がそれですが,同

じように偉い人が,あ の当時の日本の女性には沢山いた。それなのに,そ の後の日本が,あ まり女の方

が々 ・・…・社会的に活動しない世の中になったのはなぜか,と い うことは研究に価すると思います。本

来,極 めて優秀であった日本の女性をダメにしたのは日本の男である。従って看護の問題は,日 本の社

会における男の問題 としても把握,研 究される必要がある,と い うふうに私は考えます。ですから,看

護教育などの問題は,私 たち男の問題としても, もっと真剣に根本から考え直す必要があるとい うのが,

いわば本 国の私の話の 1つの結論で もあります。

長い間,御 静聴,本 当にありがとうございました。
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資  料

看護分野における研究に望まれること

I (医 学・医療・看護などにおける)研究の目的わ動機……。なぜ研究をするのか

1 病 気や災害から人びとを守 り,人 間の生活をもっと安全に豊かにしたいという人類愛(｀どうした

ら,病 人や妊産婦をもっと楽にしてあげられるだろうか
"と

い うことが動機になっている場合は,

もちろんこのカテゴリーに入る)

2 自 然界の現象に対する疑間や好奇心や自然愛

3 自 分の自然観や人生観をもっと確立したいとい う哲学的な欲求

4 と もかくも,絶 えず何かをせずにはおられない ,と いう
°
道楽

"に
も近い動機

5 実 用的 。実利的なものや手段を得たいという熱望

6 有 名になりたい,あ る地位や資格や,よ り多くの収入を得たいという人間的な野心

7.保 身,卒 業,上 役の機嫌とりなどの人間的な本能

付 1.不 純な動機と純粋な動機              ヽ

付 2 研 究とい う言葉の由来

I 研 究と研究心

プロの研究者は,そ んなに沢山はいらない。しかし「研究心 」は誰にでも必要である。医療や看護

の領城についていうならば,医 師は勿論のこと,看 護婦,助 産婦,保 健婦 ・・―・,・IP除の小母さんや

ボイラーの小父さんなどにも実は必要である。「研究(心)」というよりは,む しろ「工夫」「創意」

とでもいった方がよいかも知れない。

Ⅲ (い わゆる)研究にさいして,ま ず大切なことは,課 題の選択である

1 若 いうちは,夢 のあるテーマを選ぶことが大切である。しかし,こ の夢を理解し,支 持してくれ

る指導者や実力者は,意 外に少ない。

2.い くら力んでも,自 分の能力と,置 かれた環境以上の研究は,所 詮できない。したがって,能 力

の開発と環境の拡大とい うことを心がける必要がある。

付 1.日 本人が選びたがる研究 …・(1)欧米の追試 (2)初めか ら大体の結果がわかっているもの

(3)重箱の隅をはじくるようなものが多い。

付2 日 本の看護界の論著の特徴 ・・・(1)抽象的,観 念的,と きには政治的なもの (2)アンケー

ト調査 (3)ア メリカの制度やアメリカ人の考え方の紹介などが多い。

IV 研 究と独創性

プロの研究者に求められているのは,独 創的な研究である。プロの研究者が正式に外に向かって発

表するためには Originality(独 創性 )がなければならない。Originalであるためには,(1)研究

の方法が新 しいか,(2)研究の材料が新しいか,(3)導かれた結論が従来のものと違っているかしなけれ

ばならない。

V 研 究には,前 向きのものと後ろ向きのものとがある

価値があるのは,前 向きの研究である。それには予め計画をたてることと,か なりの歳月が必ず必

要になる。

Ⅵ 研 究の推進に必要な諸条件

1.あ る程度以上の余暇と心のゆとり
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2 最 小限度の研究費,研 究機器,人 手,空 間など

3 助 言者,指 導者,と きには痛烈な批半」者

4 生 活に余り満ち足りていないこと

5 発 表の場

Ⅶ 研 究の推進 に好ましい因子と好ましくない因子

好ましい因子

1 研 究の主眼ないしは問題点をできるだけはっきり形作ること

2 自 分のアイディアを他人と討議すること

3.研 究経過をいらいら刻明にメモすること

4 先 入観にとらわれすぎないこと

5.連 想を繰 りひろげてゆくこと

6 ほ どほどの功名心をもつこと

好ましくない因子

1 個 人的 ・家庭的な悩み

2 騒  音

3.遭 労や睡眠不足など

4 焦 りや他の研究者に対する嫉妬心

5 過 度の趣味や道楽 (時には当人が多才すぎること)

6 強 すぎる功名心

7.体 を動かすことを億却 (お っくう)が ること

Ⅷ 研 究者の資格

研究心を持つことは誰にでも許されるが,プ ロの研究者や学会員になるのには,資 格を必要とする

ことが珍 しくない。特に化学,1/8理,生 物,国 語,外 国語,論 理などの基礎的学力と,一 定以上の

学歴や研究歴などを要求されることが多い。

X 翻 訳や解説は厳密にいえば,研 究ではない

研究の序論や直接の動機にはなりうるが,研 究その ものではない。「研究」には著者自身の体験や

成績が,必 ず盛 りこまれていなければならない。これを「原著論文」という。

X 原 著論文が備えるべき一応のスタイル

1緒 言

2 研 究目的

3 研 究材料または研究対象

4 研 究方法

5 研 究成績

6 考 技またはコメント

7.総 括またはまとめ

8結 論

9 謝  辞

10 文  献

11 外 国語での抄録
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これらのうち, 1と 2は しばしば一緒にされる。また7と 8.も一緒に記載されることが多い。11.

はい らないことが多い。

XE 医 学や看護の世界での 「良い研究」とは

病気の予防,診 断,治 療 ,看 護,助 産,診 療の介助,社 会復帰などの改善に役立つものである。直

接役立つものであるほどよい。また「短い論文ほど良い論文である」ことが多い。

畑 おわりに

看護,看 護教育,看 護教官の養成や確保,看 護研究などの問題は,断 片的にではなく,人 間社会に

おける婦人全般の問題の一つとして,幅 広 く捉え,考 え,改 善させてゆく必要 もあるのではないか。
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